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ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
神
田
典
城
　
記
紀
の
伝
え
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
は
、
古
代
英
雄
の
典
型
と
し
て
、
殊
に
、
　
「
古
事
記
」
の
記
述
の
文
芸
性
と
も
相
挨
っ
て
、
長
く
、
日
本
人
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
　
こ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
日
本
神
話
（
1
ー
記
紀
神
話
）
に
登
場
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
類
似
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
類
似
の
要
素
と
い
う
点
を
見
れ
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
も
さ
る
事
な
が
ら
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
一
連
の
神
話
に
、
よ
り
多
く
の
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
　
無
論
、
二
、
三
の
点
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
例
は
あ
る
が
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ
っ
て
、
全
体
を
通
じ
て
比
較
し
た
も
の
は
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
卑
見
に
よ
れ
ば
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
間
に
は
、
細
部
に
亙
っ
て
共
通
の
要
素
を
見
出
す
事
が
で
き
る
。
そ
こ
で
以
下
、
本
稿
に
於
て
、
両
者
の
共
通
要
素
を
指
摘
し
て
、
研
究
者
諸
氏
の
注
意
を
促
し
た
い
と
思
う
。
　
な
お
、
　
「
古
事
記
」
と
「
日
本
書
紀
」
は
、
異
な
る
原
理
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
扱
い
の
上
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
両
者
の
「
像
（
イ
メ
ー
ジ
）
」
を
比
較
す
る
場
合
に
は
、
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
に
限
る
事
が
必
要
な
手
続
き
と
な
る
が
、
　
「
話
素
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
場
合
に
は
、
支
障
が
無
い
限
り
、
記
紀
を
同
列
に
扱
っ
て
差
支
え
無
い
も
の
と
考
え
る
。
　
　
　
ω
従
来
の
指
摘
　
は
じ
め
に
、
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
を
二
、
て
お
こ
う
。
三
簡
単
に
掲
げ
　
泉
谷
康
夫
氏
の
「
服
属
伝
承
の
研
究
」
の
中
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
東
国
遠
征
の
話
と
、
　
「
古
事
記
」
の
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
ス
セ
リ
ど
メ
の
結
婚
物
語
が
、
意
外
と
よ
く
似
て
い
る
、
と
の
指
摘
が
あ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
駿
河
蟹
で
焼
き
殺
さ
れ
よ
う
と
し
た
話
と
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
た
め
に
野
焼
き
に
会
っ
た
の
と
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
ヲ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
に
よ
っ
て
相
模
湾
の
暴
風
か
ら
逃
れ
た
の
は
、
女
性
の
助
け
に
よ
っ
て
ま
ぬ
が
れ
た
点
で
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ス
セ
婆
ビ
メ
の
助
け
で
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
課
せ
ら
れ
た
難
を
逃
れ
た
の
と
共
通
し
、
さ
ら
に
、
両
者
共
に
、
そ
の
後
で
、
目
指
す
女
性
（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
↓
ミ
ヤ
ズ
ヒ
メ
・
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
↓
ス
セ
リ
ビ
メ
）
と
結
婚
し
た
点
で
一
致
す
る
、
と
説
い
て
い
る
。
　
一
方
、
青
木
紀
元
氏
は
、
　
「
露
本
神
謡
の
基
礎
的
研
究
」
の
申
で
、
播
磨
国
の
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
（
記
紀
に
於
て
、
オ
ホ
ク
ユ
ヌ
シ
の
亦
名
と
し
て
見
え
る
）
に
書
及
さ
れ
て
、
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
と
い
う
名
称
は
、
ア
シ
ハ
ラ
の
国
（
臼
本
）
の
勇
猛
な
る
男
性
の
意
で
あ
る
。
そ
し
て
、
エ
ゾ
や
ク
マ
ソ
を
征
服
し
た
倭
の
國
（
日
本
）
の
勇
者
（
タ
ケ
ル
）
の
観
念
が
、
紀
紀
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
と
い
う
伝
説
上
の
一
人
物
を
結
晶
さ
せ
た
の
に
似
て
、
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
も
、
観
念
的
な
説
話
上
の
神
で
あ
る
、
と
の
趣
旨
の
論
を
構
成
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
a
類
似
点
の
指
嫡
　
で
は
、
筆
考
の
見
出
し
た
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
論
ヌ
シ
の
類
似
点
を
、
列
挙
し
て
行
こ
う
。
　
　
冶
　
あ
ざ
む
か
れ
て
、
野
火
に
囲
ま
れ
る
。
　
こ
れ
は
、
9
で
示
さ
れ
て
い
る
例
だ
が
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
相
武
国
の
国
造
（
「
日
本
書
紀
」
で
は
駿
河
に
居
る
賊
）
に
欺
か
れ
て
、
野
火
に
囲
ま
れ
る
。
　
一
方
、
オ
本
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
根
国
で
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
、
や
は
り
欺
か
れ
て
野
火
に
囲
ま
れ
る
。
　
　
司
　
近
し
い
女
牲
か
ら
与
え
ら
れ
た
呪
物
に
よ
っ
て
難
局
を
　
　
　
　
解
決
す
る
。
　
こ
れ
も
、
一
つ
は
ω
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
野
火
で
囲
ま
れ
た
時
、
嬢
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
火
打
（
燧
）
と
草
薙
劔
（
「
鼠
本
書
紀
」
で
は
、
与
え
ら
れ
た
の
は
剣
の
み
）
に
よ
っ
て
危
難
を
逃
れ
て
お
り
、
オ
ホ
ク
エ
ヌ
シ
の
場
合
は
、
妻
の
ス
セ
リ
ビ
メ
に
与
え
ら
れ
た
比
礼
に
よ
っ
て
、
蛇
豊
・
呉
公
と
蜂
の
室
の
危
難
か
ら
逃
れ
た
。
　
筆
者
は
、
こ
の
項
に
つ
い
て
、
い
ま
一
つ
の
点
を
挙
げ
た
い
。
　
す
な
わ
ち
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
蛇
室
・
呉
公
と
蜂
の
室
は
、
自
分
の
始
祖
で
も
あ
り
、
同
時
に
父
親
で
も
あ
る
ス
サ
ノ
ヲ
（
こ
の
点
は
後
に
触
れ
る
）
か
ら
課
さ
れ
た
「
難
題
」
で
あ
り
、
「
父
（
も
し
く
は
、
そ
れ
に
近
い
存
在
）
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
難
題
を
、
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近
し
い
存
在
の
女
性
か
ら
与
え
ら
れ
た
呪
物
に
よ
っ
て
、
解
決
し
た
。
」
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
そ
こ
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
見
る
と
、
西
征
の
折
、
熊
蕾
を
討
つ
に
あ
た
っ
て
、
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
か
ら
給
わ
っ
た
御
衣
麹
裳
で
女
装
し
て
、
見
事
に
討
ち
果
た
す
。
　
こ
の
、
熊
嘗
討
伐
は
、
父
天
豊
景
行
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
「
難
題
」
で
あ
り
、
ま
た
、
嬢
の
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
は
、
伊
勢
大
御
神
に
仕
え
る
神
聖
な
女
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
女
性
の
与
え
る
麹
衣
御
裳
は
、
単
な
る
衣
服
で
は
無
い
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
身
を
守
る
べ
き
、
現
的
な
霊
物
と
考
え
ら
れ
る
。
　
従
っ
て
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
熊
曽
征
討
は
、
　
「
父
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
た
難
題
を
、
近
し
ひ
女
性
か
ら
与
え
ら
れ
た
幌
物
に
よ
っ
て
解
決
し
た
」
も
の
で
あ
っ
て
、
右
に
見
た
、
オ
庫
ク
論
ヌ
シ
の
、
蛇
・
呉
公
と
蜂
の
室
の
話
と
類
似
の
要
素
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
囚
　
大
小
の
ペ
ア
の
片
割
れ
と
し
て
の
名
を
持
つ
。
　
こ
れ
は
、
近
年
、
盛
ん
に
唱
え
ら
れ
て
い
る
、
黛
太
竿
神
話
に
見
出
さ
れ
る
印
欧
三
機
能
体
系
の
問
題
に
於
て
、
第
三
機
能
に
属
す
る
双
生
毘
神
の
例
と
し
て
の
、
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
が
、
今
は
三
機
能
体
系
云
々
は
措
い
て
、
と
も
か
く
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
も
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
も
、
，
共
に
、
大
小
の
ペ
ア
の
片
割
れ
で
あ
る
点
を
示
し
て
お
く
。
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
本
来
の
名
を
小
碓
命
と
言
い
、
兄
の
大
碓
命
と
対
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
　
「
日
本
書
紀
」
に
は
、
大
碓
と
小
碓
が
双
生
児
と
し
て
出
生
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
「
大
碓
・
小
碓
」
の
名
が
、
ペ
ア
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。　
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
捻
、
四
通
り
の
亦
名
（
「
巳
本
書
紀
」
で
は
六
通
り
）
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
名
で
登
場
す
る
と
き
は
、
記
紀
風
土
記
を
通
じ
て
、
多
く
、
ス
ク
ナ
ピ
コ
（
ナ
）
と
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
　
神
名
に
関
す
る
詳
し
い
論
述
は
、
本
稿
で
は
避
け
る
が
、
こ
の
両
神
は
、
名
前
・
行
動
か
ら
見
て
、
　
「
大
・
小
」
の
ペ
ア
を
形
成
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
で
は
、
　
「
大
」
と
門
小
篇
の
関
係
が
逆
に
な
っ
て
い
る
点
に
潤
趣
を
残
す
が
、
と
も
か
く
、
　
「
大
・
小
」
の
対
を
な
す
名
を
持
つ
存
在
の
、
片
割
れ
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
　
　
圓
　
大
人
数
の
兄
弟
。
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
景
行
天
皇
の
御
子
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
　
「
古
事
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
天
皇
に
は
、
名
を
録
す
者
、
録
さ
な
い
も
の
併
せ
て
、
八
十
人
の
徳
子
が
あ
り
、
　
「
日
本
書
紀
」
に
も
、
　
「
夫
れ
天
皇
の
男
女
、
前
後
井
せ
て
八
十
の
子
ま
し
ま
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
は
、
同
腹
異
腹
合
計
で
八
十
名
に
も
の
ぼ
る
多
勢
の
兄
弟
が
あ
っ
2◎
た
こ
と
に
な
る
。
　
オ
ホ
ク
論
ヌ
シ
の
方
も
、
　
「
古
事
記
」
に
、
　
「
兄
弟
、
八
十
神
坐
し
き
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
、
大
人
数
の
兄
弟
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
　
も
ち
ろ
ん
、
　
「
八
十
」
と
い
う
の
は
、
数
が
多
い
こ
と
の
表
現
で
あ
る
が
、
記
紀
を
通
じ
て
、
　
「
八
十
」
の
数
で
示
さ
れ
る
ほ
ど
、
多
く
の
「
兄
弟
」
を
持
っ
た
と
さ
れ
る
存
在
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
み
で
あ
る
。
　
　
肘
　
肉
親
に
錬
ま
れ
た
結
果
昔
労
す
る
。
　
こ
の
項
目
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
共
通
点
と
し
て
、
既
に
指
嫡
さ
れ
て
い
る
事
柄
だ
が
、
こ
れ
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
事
が
言
え
る
。
　
一
応
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
関
し
て
見
て
お
く
と
、
　
「
古
事
記
」
に
よ
れ
ば
、
父
天
鍵
か
ら
、
そ
⑳
性
質
の
荒
々
し
さ
を
嫌
わ
れ
て
、
西
征
に
、
東
征
に
と
追
い
立
て
ら
れ
る
。
殊
に
、
東
征
に
赴
く
時
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
言
葉
に
、
そ
の
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
　
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ど
う
か
と
言
う
と
、
ヤ
カ
ミ
ヒ
メ
へ
の
求
婚
争
い
に
敗
れ
た
兄
弟
た
ち
（
八
十
神
）
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
を
嫉
妬
し
て
遷
警
す
る
。
そ
の
結
采
、
オ
ホ
ク
論
ヌ
シ
は
、
二
度
も
死
ぬ
目
に
会
い
、
　
一
時
、
根
国
へ
逃
れ
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
　
っ
ま
り
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
父
に
疎
ま
れ
て
、
辛
苦
し
、
つ
い
に
は
琵
に
至
り
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
兄
弟
に
憎
ま
れ
て
、
死
ぬ
目
に
会
っ
て
い
る
。
　
た
だ
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
西
征
に
つ
い
て
は
、
回
で
指
摘
し
た
要
素
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
、
二
つ
の
要
素
が
重
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
囚
　
十
分
な
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
王
位
（
主
権
）
と
縁
が
　
　
　
　
薄
い
。
　
両
者
と
も
に
、
全
国
的
な
規
模
の
征
服
を
成
し
遂
げ
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
、
主
権
者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
太
子
の
炉
人
（
景
行
天
皇
の
太
子
は
、
三
人
あ
る
）
で
あ
り
、
自
ら
の
力
で
、
西
に
東
に
賊
を
討
ち
平
ら
げ
て
お
り
な
が
ら
、
遂
に
皇
位
に
即
く
こ
と
な
く
、
こ
の
世
を
去
る
。
　
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
葦
原
中
国
の
事
実
上
の
統
含
者
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
統
治
権
は
、
最
終
的
に
、
天
神
に
渡
す
こ
と
紀
な
る
。
　
こ
の
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
葦
原
中
国
支
配
の
悶
題
は
、
臼
本
神
話
解
明
の
、
重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
様
々
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
記
紀
の
「
表
面
上
の
記
述
」
に
限
定
し
て
見
る
限
り
で
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
一
連
の
神
話
は
、
右
に
述
べ
た
ご
と
き
構
造
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
　
す
な
わ
ち
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
も
オ
ぷ
ク
論
ヌ
シ
も
、
国
土
の
実
際
的
な
征
服
に
成
功
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
、
本
人
の
望
ま
な
い
出
来
事
（
一
方
は
死
・
一
方
は
、
強
力
な
他
者
か
ら
の
要
求
）
の
結
果
、
主
権
と
縁
を
断
た
れ
る
の
で
あ
る
。
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困
　
主
権
者
に
対
す
る
忠
誠
心
を
失
わ
な
い
。
　
こ
れ
も
、
槻
の
項
目
と
同
様
に
、
ヤ
マ
卦
タ
ケ
ル
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
類
似
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詳
継
は
省
く
が
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
も
、
葦
原
中
国
の
統
治
権
を
譲
る
に
当
た
っ
て
、
新
た
な
る
「
主
権
者
」
と
し
て
の
高
天
原
に
対
し
て
、
患
誠
を
誓
っ
て
い
る
。
　
　
詞
　
父
に
準
じ
る
存
在
が
、
同
じ
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
つ
。
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
を
含
む
、
景
行
天
皇
の
系
譜
は
、
造
作
の
跡
が
濃
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
系
譜
の
中
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
父
暴
行
の
兄
弟
で
あ
る
、
ボ
ム
チ
ワ
ケ
は
、
繊
雲
大
神
の
崇
り
に
よ
っ
て
、
八
拳
髪
が
、
胸
先
に
至
る
ま
で
物
を
話
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。
し
か
も
、
　
「
日
本
書
紀
」
に
よ
れ
ば
、
　
「
猶
泣
つ
る
こ
と
児
の
如
」
き
有
様
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
エ
ピ
ソ
…
ド
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
酷
似
し
た
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
　
「
古
事
記
」
で
は
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
⊥
ハ
代
前
だ
が
、
そ
の
娘
の
ス
セ
リ
ビ
メ
を
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
姿
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
父
親
で
も
あ
る
（
「
日
本
書
紀
」
で
も
、
　
輔
書
の
　
、
二
で
そ
れ
ぞ
れ
五
盤
、
六
盤
の
孫
だ
が
、
本
文
で
は
、
子
と
な
っ
て
い
る
）
。
　
従
っ
て
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
共
に
、
父
に
近
い
存
在
が
、
嗣
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
　
　
の
名
称
の
類
似
。
　
最
後
に
、
最
も
大
き
な
類
似
点
と
し
て
、
名
称
を
と
り
上
げ
よ
う
。　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
本
来
、
ヲ
ウ
ス
と
い
う
、
個
有
の
名
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
ヤ
マ
ト
ヲ
グ
ナ
と
も
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
（
ヤ
マ
ト
の
勇
者
）
と
い
う
、
観
念
的
な
名
を
得
る
。
　
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
も
、
い
く
つ
か
の
神
格
を
総
合
し
た
、
極
め
て
抽
象
的
・
観
念
的
な
神
名
と
考
え
ら
れ
る
。
　
す
な
わ
ち
、
神
謡
の
串
で
、
案
際
の
活
動
が
語
ら
れ
る
と
き
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
は
無
く
、
多
く
、
オ
ホ
ナ
ム
チ
で
あ
り
、
ま
た
、
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
で
あ
り
、
そ
の
他
、
亦
名
が
列
挙
さ
れ
て
も
い
る
。
　
そ
れ
ぞ
れ
の
神
名
の
詮
索
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
と
し
て
、
と
も
か
く
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
・
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
が
、
共
に
、
　
一
般
名
詞
的
な
（
或
は
、
総
合
的
な
）
名
称
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
し
て
お
く
。
　
さ
ら
に
、
こ
の
名
称
は
、
そ
の
与
え
ら
れ
方
に
共
通
姓
を
持
っ
て
い
る
。
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
は
、
敵
対
春
で
あ
る
ク
マ
ソ
を
、
巧
み
に
欺
い
て
討
ち
果
た
し
た
と
き
、
当
の
相
手
で
あ
る
ク
マ
ソ
タ
ケ
ル
か
ら
賛
辞
と
共
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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一
方
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
方
は
、
根
国
に
於
て
、
難
題
を
課
さ
れ
た
相
手
で
あ
る
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
っ
て
、
そ
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
見
事
に
出
し
ぬ
い
て
根
蟹
を
去
る
に
当
た
っ
て
、
や
は
り
、
賛
辞
と
共
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
を
見
る
と
、
両
者
共
に
、
敵
対
者
（
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
と
っ
て
は
、
次
々
と
難
題
を
課
さ
れ
、
遂
に
は
、
欺
い
て
逃
げ
出
す
べ
き
相
手
で
あ
る
）
か
ら
贈
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
知
恵
・
勇
気
と
い
う
も
の
を
示
し
た
結
果
と
し
て
、
そ
の
、
示
し
た
相
手
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
共
通
し
て
い
る
。
　
な
お
、
本
稿
で
は
詳
述
す
る
余
裕
が
無
い
が
、
名
称
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
も
存
す
る
こ
と
を
示
し
て
お
き
た
い
。
　
右
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
、
劉
に
、
ヲ
ウ
ス
・
ヤ
や
ト
ヲ
グ
ナ
の
名
を
持
つ
と
書
い
た
が
、
ヤ
マ
ト
ヲ
グ
ナ
も
、
　
一
般
名
詞
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
。
　
一
方
、
オ
ホ
ク
論
ヌ
シ
は
、
こ
の
名
を
得
る
き
っ
か
け
と
な
る
、
根
国
訪
問
諌
で
は
、
は
じ
あ
オ
ホ
ナ
ム
チ
で
あ
っ
た
の
が
、
根
国
へ
行
く
と
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
の
名
を
言
い
、
根
国
を
去
る
に
当
た
っ
て
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
名
を
与
え
ら
れ
る
。
　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
は
、
　
「
ヲ
ウ
ス
↓
ヤ
マ
ト
ヲ
グ
ナ
↓
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
、
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
　
「
オ
ホ
ナ
ム
チ
↓
ア
シ
ハ
ラ
シ
コ
ヲ
↓
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
」
の
図
式
が
仮
定
さ
れ
、
そ
こ
に
、
説
話
上
の
、
両
者
の
人
格
。
神
格
の
形
成
パ
タ
ー
ン
の
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
も
、
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
斜
む
す
び
　
以
上
、
九
つ
の
項
目
を
挙
げ
て
見
て
き
た
が
、
こ
の
他
、
両
者
共
、
歌
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
、
呪
的
な
刃
を
手
に
入
れ
る
、
と
い
っ
た
共
通
点
も
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
に
は
、
と
て
も
偶
然
と
は
思
え
な
い
一
致
が
児
ら
れ
、
従
来
の
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
類
似
、
と
い
っ
た
論
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
本
ク
ニ
ヌ
シ
の
類
似
を
分
析
す
る
作
業
も
、
付
け
加
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
記
紀
全
体
の
構
成
か
ら
考
え
て
も
、
景
行
↓
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
塾
系
譜
は
、
従
来
、
天
皇
系
譜
上
、
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
さ
れ
、
二
つ
の
王
朝
を
つ
な
ぐ
位
置
に
あ
る
可
能
性
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
↓
オ
ホ
ク
ユ
ヌ
シ
の
系
譜
は
、
蔑
天
療
と
出
雲
を
つ
な
ぐ
役
割
も
持
っ
て
お
り
、
こ
う
い
っ
た
事
を
考
え
る
上
で
も
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
の
共
通
性
の
問
題
は
、
重
要
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
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